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街道の橋に代わる重要な交通手段川船渡

尾張名所図会

今昔
な ご や の ま ち 万場川船渡

現在の中村区岩塚町字神明西川添、中川区富田町大字万場付近

特集「文化のみち橦木館」

　戦後の日本社会で人々は、会社や家族という「共同体」を築き、生活の基盤としてきた。だが、そうした「関
係性」のあり方を可能にした経済成長の時代が終わるとともに、個人の社会的孤立は深刻化している。「個
人」がしっかりと独立しつつ、いかにして新たなコミュニティを創造するかが、今後の社会を展望するうえでの
中心的課題となろう。
 このような認識のもと、本書は「コミュニティとは何か」という問いかけから始まり、都市、グローバル化、社会
保障、地域再生、ケア、科学、公共政策などの多様な視点から、新たな「つながり」の形を掘り下げている。
 中でも印象深かったのは、これまで行政の縦割りなどから、福祉政策と都市政策とがバラバラに展開されて
きたことを指摘し、両者の統合による「持続可能な福祉都市」の実現を強調している点である。具体的な政策
の方向性についても、公有地の積極的活用、都市計画の強化と福祉政策との連動、空間格差や社会的排除
を生みにくい都市のあり方など示唆に富んでおり、今後のまちづくりを考えるうえで必読の一冊と言える。
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コミュニティを問いなおす
つながり・都市・日本社会の未来
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名古屋城から徳川園にかけての一帯は「文
化のみち」と名付けられ、名古屋開府以来の古
い歴史と戦前の近代建築が建ち並ぶ美しい町
並みが残されています。
この辺りは、江戸時代は尾張藩中級武士の
屋敷地であり、その広大な敷地跡と瀬戸・美濃
への交通の便から、明治から大正にかけて輸
出向陶磁器産業の中心地として発展していきました。そして、大正から昭和初期には財界人も
多く移り住み、広大な敷地に和風住宅と一部を洋風にした邸宅が多く建てられ、現在も数多
く残されています。
その中で、橦木館は陶磁器貿易商として活躍した井元為三郎が大正末期から昭和初期に
かけて建てた邸宅で、武家屋敷時代の区割り600坪の敷地に、和館、洋館、東西二棟の蔵、茶
室、庭園が残されており、名古屋市指定有形文化財、景観重要建造物に指定されています。
洋館は当時の流行を先取りしたステンドグラスで飾られ、輸出陶磁器バイヤーのゲストハウ

スだったと言われています。平成19年に新たなステンドグラスが蔵から発見され、当初飾られ
ていた場所に嵌められ、現在は色鮮やかな美しい光を映しています。本来あった場所から外さ
れ保管されていたのは、戦災による破損を避けるため、戦時中の物資統制による金属供出を
避けるため等の諸説があります。
建物の中に入ると、手吹きによる歪みのある窓ガラス、漆喰装飾、占領下時代の冷蔵庫、直
火オーブンなど、当時の趣が随所に残され今もその生活文化を感じることができます。 この絵は、尾張名所図会に描かれている江戸時代の佐屋街道の万場

　　　川船渡しの様子です。
　佐屋街道は、熱田から、岩塚、万場を通り神守、佐屋を経て桑名に至るも
ので、東海道の宮から桑名までの七里の渡しが天候不順や船酔いする人たち
のために開かれ、東海道の脇街道として盛んに利用されていました。
　この渡しは、佐屋街道の岩塚宿と万場宿の間を流れる庄内川を渡すもの
で、渇水の時期にも歩いて渡ることは許されていませんでした。
　絵図にあるように川船には多くの人、荷物や馬も乗せることができ、昼夜を分
かたず渡船することができ多くの人が利用していたものと思われます。
　また、川の両岸に設けられた岩塚宿と万場宿は、庄内川をはさんで隣接して
おり、月の上旬は万場宿が、下旬は岩塚宿が人馬継立や休泊の役を務め二
つで１宿としての役割を勤め、万場の渡しについては、万場宿が管理するものと
されていました。
　明治時代になり、熱田～前ケ須（現在の弥冨）への新道が整備されたこと
により佐屋街道は、使命を終えました。
　渡しの位置は、現在の万場大橋の南にあり、渡しの痕跡として跡碑、常夜
灯が残っています。

全国に誇るまちづくりの専門図書館です。名古
屋市の戦災復興に関する資料や都市計画関連図
をはじめ、都市計画概要などの行政資料、建築・交
通・環境などの専門書、研究機関・シンクタンクなど
の調査研究報告書などを収集しています。

まちづくりライブラリー

名古屋市では、市内の残された貴重な建築遺産
や町並みの保存・活用が進められています。特集で
は、名古屋市内の歴史的建造物等を毎号１つ取り
上げご紹介していきます。

まちづくり来ぶらり特集

私たちは何を目指すのか？                        
私たちはどこまで高くできるのか？
“都市生活をささえる、都市エポックの記憶、行政の
権威を示す、都市の眺望を楽しむ、都市経済を活
性化する”をテーマにタワー・塔についてパネルで
紹介、関連資料を展示しています。

ライブラリー資料展

「タワー／塔」展
 2012/6/5～8/22(水)

◆関連資料　※（　）内はまちづくりライブラリーの請求記号です
『東区橦木館界隈』
　西尾典祐／著　健友館（Ｓｃ-ニ）
『ひがし見聞録』
　東区制100周年記念事業実行委員会／著（2Ｂ21-2008）
『名古屋陶業の百年』
　名古屋陶磁器会館／編（Ｓｅ-ナ）
『白壁町・主税町・橦木町地区 名古屋市町並み調査報告』
　歴史的環境研究会／編　名古屋市教育委員会（2B40-83）

◆関連情報
文化のみち橦木館
名古屋市東区橦木町 2丁目 18 番地
開館時間　午前 10 時～午後 5時
休 館 日　月曜日（祝日の場合はその翌平日）、
　　　　　12/29 ～ 1/3
入 館 料　一般 200 円、敬老 100 円、中学生以下無料
　　　　　※団体割引あり
交通機関　地下鉄桜通線「高岳」下車 1番出口徒歩 10 分、
　　　　　基幹バス「清水口」下車徒歩 5分
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庄内川堤防から岩塚宿方向を望む

◆関連資料　＊（　）内はまちづくりライブラリーの請求記号です
「尾張名所図会前編七」　岡田啓 /編愛知県郷土資料刊行会（Sc－ア）
「新修名古屋市史第４巻」　新修名古屋市史編集委員会 /編（Sc－ナ）
「中川区史」　中川区制施行５０周年記念編集委員会 /編（2B21－87）
　中川区制施行５０周年記念事業実行委員会

「中川区の歴史」　山田寂雀著（SC－ア）
「富田のあゆみ」　富田のあゆみ編集委員会 /編（2B21－85）
　富田地区名古屋市合併三十周年記念事業実行委員会 /発行
「佐屋路　歴史散歩」　日下英之著（SC－ヒ）


